
p0

沸騰水型軽水炉（ＢＷＲ）の変遷

BWR-2

旧型 BWR

タイプ

特質

発電

所例

格

納

容

器

形

状

BWR-3

旧型 BWR

・直接単一ｻｲ
ｸﾙ

・強制循環圧

力抑制形格納
容器

敦賀

35万kW～

54万kW

Mark －Ⅰ圧力抑制形

（ トーラス形／フラスコ型）

・ジェットポン
プの採用

福島第一 1号

46万kW～

81万kW

・炉心出力密
度、燃焼度
の向上

・設計の標準
化

福島第一

2～5号

52万kW～

116万kW

・Mark －Ⅰ

改良型格納容
器

浜岡 3号

島根 2号

Mark －Ⅱ

・ｲﾝﾀｰﾅﾙﾎﾟﾝﾌﾟの採
用

・コンクリート製格納
容器の採用

柏崎・刈羽 6・7号

130万kW級

コンクリート製

格納容器

（ＲＣＣＶ）

ABWR

（改良標準化）

電気

出力

・Mark －Ⅱ

改良型格納容
器

Mark －Ⅱ

改良型

(釣鐘型）

福島第二

2～4号

BWR-5

（改良標準化）

66万kW～

116万kW
同 左

Mark －Ⅰ

改良型
（まほうびん型）

東海第二

・再循環系、

ECCS系の改

良

・Mark －Ⅱ

格納容器

BWR-4

BWR

同 左

島根1号※

島根3号

志賀2号

BWR-5

BWR

※：ECCSはBWR-4

国、メーカ、電力会社
が共同で開発
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ＥＣＣＳネットワーク比較

（略語）

・ＥＣＣＳ：非常用炉心冷却系

・ＲＨＲ：残留熱除去系

・ＬＰＣＩ：低圧注水モード

・ＬＰＦＬ：低圧注水モード

・ＬＰＣＳ：低圧炉心スプレイ系

・ＣＳ：炉心スプレイ系

・ＲＣＩＣ：原子炉隔離時冷却系

・ＨＰＣＩ：高圧注水系

・ＨＰＣＳ：高圧炉心スプレイ系

・ＨＰＣＦ：高圧炉心注水系

・Ｄ／Ｇ：非常用ディーゼル発電設備

・ＲＰＶ：原子炉圧力容器

・ＬＯＣＡ：冷却材喪失

HPCF HPCF


